
液晶モニターアーム取扱説明書

Cクランプ下部にグロメット金具を取り付ける。

アーム上部の先端にモニター取り付け部を取り
付けます。

GH-AMDT1
 Ver.1.0

①

ハンドル

モニター
取り付け部

グロメット式で
取り付ける場合

ケーブルガイド

本製品は、取り付ける机にあわせて2種類の取り付け方法があります。
取り付ける机をご確認の上、「3-1.Cクランプによる」「3-2.グロメット
による取り付け」のどちらかにて設置を行ってください。

机上には幅108mm以上、奥行
108mm以上、厚さ10mm～
80mmのスペースが必要です。

机下には幅50mm以上、奥行
60mm以上、高さ180mm以上の
スペースが必要です。

机上には幅108mm以上、奥行
108mm以上、厚さ10mm～
50mmのスペースが必要です。
また、直径10～60mmの穴が
空いている必要があります。

机下には幅90mm以上、奥行
50mm以上、高さ80mm以上の
スペースが必要です。

Cクランプで固定する場合は、下記の手順にしたがって取り付けてください。

台座カバーを取り外し、Cクランプ上部を台座に
台座固定用ネジで固定します。

台座カバーを取り付け、台座カバー固定ネジで固定し、
台座裏面に台座保護パッドを貼り付けます。

グロメットで固定する場合は、下記の手順にしたがって取り付けてください。

Cクランプ下部をCクランプ上部にCクランプ固定ネジで固定します。

厚さ10～50mm

テーブルや机の縁に台座を隙間が
ないようにしっかりと押し込み、
ハンドルを矢印方向に回して
締め付けてください。

台座カバーを台座カバー固定ネジで固定し、
台座裏面に台座保護パッドを貼り付けます。

台座にアーム下部、アーム下部にアーム上部の順で取り付けます。
続いて各接続部分にあるネジをマイナスレンチで固定します。
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取り付ける前に
Cクランプ下部の
ハンドルを緩めます。

取り付ける机の厚さに
合わせて固定する穴を
選んでください。

厚さ50～80mm
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台座裏面のグロメット取り付け穴と
テーブルや机のグロメット用穴位置を
合わせ、テーブルや机下からグロメット
ハンドルで固定します。

グロメット取り付け穴

ハンドルを
グロメット下部に
取り付けます。

Cクランプ下部のクランプ部の
ネジとワッシャーを取り外し、
ハンドルを金具から外します。
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アーム下部 ②アーム上部 ③台座 ④モニター
取り付け部
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水平以外の状態でスプリングの調整を行わない
でください。スプリングネジに負荷がかかり、
製品の故障などの原因となります。

アームが水平以外の状態で調整しない

×

マイナス側に調整する

モニターの位置が
自然に下がってしまう場合

モニターの位置が
自然に上がってしまう場合

プラス側に調整する

×

ディスプレイを取り付けた状態でアームを水平に押さえ、ディスプレイの重量に合わせ、六角棒レンチ(5mm)で
アーム上部のスプリング調整ネジを調整します。
※工場出荷時はスプリング強度を最小(-側)に設定しています。

■上下の首振り関節固さ調整
六角棒レンチ(5mm)で上下の首振り
関節の固さを調整します。

■アームの角度調整

±180°

±180°

±180°

±90°

高さ調整
158mm～406mm

+90°

－45°

アームの角度・高さを調整し、モニターを使いやすい位置に動かしてください。

本製品は、アーム上部・アーム下部の最大2ヶ所のケーブルガイドを利用できます。
ケーブルガイドにケーブルを通すことで、すっきりした見た目で使用することができます。

真下に
引っ張らない

上へスライド
させる
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※収納可能本数の目安
Φ7mm×4mm

※収納可能本数の目安
Φ7mm×2本

緩める
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モニターには取り付けられません。

５.モニターを取り付ける
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モニター
取り付け用
ネジ(M5x12)
×4

付属のモニター取り付け用ネジ(M4×12、M5×12)を使用して、モニター取り付け部にモニターを取り付けます。
モニターの詳しい取り付け方法に関しては、モニターの取扱説明書をご確認ください。
※取り付けた際にモニターが勢いよく下がり、モニターやテーブルなどを破損させないように、必ず2人で作業をしてください。

※モニターの角度が固定できない場合や上下の首振り関節部分が固すぎてモニターが動かない場合は、
「6.アームの調整」にある関節の固さ調整を行ってください。

●取り付けるモニターによっては、本製品付属のネジが合わない場合がございます。詳しくは、取り付けるモニターの取扱説明書をご覧くだ
　さい。
●VESAマウントインターフェース規格（FPMPMI）100ｍｍ/75ｍｍに対応していないモニターには取り付けられません。

アーム上部の先端にモニター取り付け部を取り
付けます。

モニター取り付け用ネジを取り付けて
ください。

モニター背面にモニター取り付け用
ネジ2本を取り付けます。
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GH-AMDT1

GH-AMDT1
VESAマウントインターフェース
規格(FPMPMI) 100mm/75mm

2～9kg
※2kg未満のモニターは使用
できません。

17～32インチまで
チルト：上90° / 下45°
パン　：左90° / 右90°
回転　：左180° / 右180°

W117×D478×H585(mm)
約2.2kg

(Cクランプにて取り付ける場合)
厚さ：10～80mm
奥行：108mm以上
幅　：92mm以上

(グロメットにて取り付ける場合)
厚さ：10～50mm
奥行：108mm以上
幅　：92mm以上
さらに、天板に直径10～60
mmの穴があること。

かかりしろが少ない テーバー天板

丸パイプ 横向き取り付け 天板の逆方向に向ける

・  使用中にアームにゆるみやガタツキが生じた場合には、ボルトや締め具を締め直してください。ゆるんだ
   まま使用しますと、モニターの転倒や落下によりケガや故障の原因となります。

・  取り付けるモニターの重量が本製品の耐荷重の範囲内であることを確認の上、使用してください。

・  アームを動かすときは、可動部に手や指をはさみ込まないようにしてください。

・  モニターの取り付けは、モニターの落下によりケガや故障の原因となるため、十分に気をつけて
   ください。
・  アームやモニターは確実に取り付けてください。取り付けが不確実な場合、モニターやアームの転倒や
   落下によりケガや故障の原因となります。
・  下図のような場所や、取り付けたモニターが保持できないような弱い天板には取り付けないでください。
   モニターの転倒や落下によりケガや故障の原因となります。

・  火中に投入、加熱しないでください。
・  発熱体の近くでのご使用はしないでください。
・  直射日光の強いところ、炎天下の車内などに長時間放置しないでください。
・  水につけたり、濡らしたりしないでください。
・  風呂場や洗濯機の近く、台所などの水場や湿気の多い場所では使わないでください。
・  本製品を分解・改造しないでください。
・  本製品を叩いたり、踏んだり、蹴ったりしないでください。
・  乳幼児の手の届く場所へ置かないでください。事故やケガなどの原因となります。

液晶モニターアーム

ご購入より３年間


